
図面番号 図面名称 縮　尺 図面番号 図面名称 縮　尺

D-1 一般平面図 1/600

D-2 自家発電設備架台平面図・断面図・階段詳細図 1/20・1/100

D-3 自家発電設備架台アルミ手摺詳細図 NONE

D-4 外構図改修前・改修後・各雑詳細図 1/20・1/40・1/400

D-5 地下タンク平面図・断面図・雑詳細図 1/20・1/100

Ｓ-１ 構造細目共通図 （１） NONE

Ｓ-２ 構造細目共通図 （２） NONE

Ｓ-３ 構造細目共通図 （３） NONE

Ｓ-４ 自家発電設備架台 杭伏図・基礎伏図・頂版伏図 1/50・30

Ｓ-５ 自家発電設備架台 断面配筋図・配筋図(1) 1/50

Ｓ-６ 自家発電設備架台 配筋図(2) 1/50

Ｓ-７ 自家発電設備架台 鉄筋加工図(1) NONE

Ｓ-８ 自家発電設備架台 鉄筋加工図(2) NONE

Ｓ-９ 鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1) NONE

Ｓ-10 鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2) NONE

Ｓ-11 鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3) NONE

Ｓ-12 地下タンク 構造図 1/50・30

Ｓ-13 地下タンク 立坑土留工仮設図 1/75

甲府市浄化センター自家発電設備更新工事　土木・建築工事　図面目録



曝気沈砂池

最初沈殿池

第一 グランド

曝気沈砂池
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ポンプ棟

ブロワ棟

管理本館

流　　川

Ｌ－９

甲　府　市　浄　化　セ　ン　タ　ー

自家発電設備更新工事

図面名称

工事名称

図面番号

縮　　尺

一般平面図

D-1

甲 府 市 上 下 水 道 局

令和5年度設計年度

甲府市浄化センター

埋設管 φ900

新設砕石

既設フェンスH=3,000
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ネットフェンス
L=25,700 H=1,800

両開き門扉1基



図面名称

工事名称

図面番号

縮　　尺 設計年度

甲府市浄化センター
自家発電設備更新工事

甲　府　市　浄　化　セ　ン　タ　ー

D-2

令和5年度

甲 府 市 上 下 水 道 局
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　ア－ア断面図　S=1/50　

　イ－イ断面図　S=1/50　

4,200

1,2003,000(@300×10)

　ウ－ウ断面図　S=1/50　

ａ部

床：Ｃ金ゴテ

天井：普通型枠仕上

床：Ｃ金ゴテ

壁：普通型枠仕上
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　平面図　S=1/50　
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ノンスリップタイル
150×60 L=900

踏面：Ｃ金ゴテ

蹴上：普通型枠仕上

段裏：普通型枠仕上

　ａ部詳細図　S=1/10　
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図面名称

工事名称

図面番号

縮　　尺 設計年度

甲府市浄化センター
自家発電設備更新工事

甲　府　市　浄　化　セ　ン　タ　ー

D-3

令和5年度

甲 府 市 上 下 水 道 局

自家発電設備架台 アルミ手摺詳細図



埋設管
φ９００

樹木伐採根抜
幹周φ1300程度

埋設管
φ９００

既設フェンスH=3,000

砕石撤去

駐車場 駐車場

　改修前外構図　S=1/200　 　改修後外構図　S=1/200　

端柱 L50x50x6 爪付胴縁 R付L40x40x3

鉄線 φ4

爪付胴縁 R付L40x40x3

正　面　図

（亜鉛メッキ鉄線）
φ3.2×50mm目
菱形金網

側面図（控無）

主柱 主柱

S=1/20　 　ａ断面詳細図 S=1/5　
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新設砕石

既存のまま既存のまま

改修前 改修後

図面名称

工事名称

図面番号

縮　　尺 設計年度

甲府市浄化センター
自家発電設備更新工事

甲　府　市　浄　化　セ　ン　タ　ー

D-4

令和5年度

甲 府 市 上 下 水 道 局

改修前後外構図・各雑詳細図
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　ネットフェンス詳細図
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L=2,000 H=1,800
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　下部平面図　S=1/50　
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　上部平面図　S=1/50　
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　ア－ア断面図　S=1/50　
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　イ－イ断面図　S=1/50　

3,600

250 1,275 550 1,275 250

　平面図　S=1/10　

　断面図　S=1/10　

周囲無収縮モルタル充填、金コテ

密閉型・ボルトロック式マンホール鉄蓋　

枠：ＦＣ２００，樹脂系塗装

蓋：ＦＣＤ５００，樹脂系塗装

周囲無収縮モルタル充填、金コテ

ボルト：ＳＵＳ３０４
６－Ｍ１２×４０
袋ナット：ＳＵＳ３０４
平座金：ＳＵＳ３０４

Ｄ１３

フックボルト：８－Ｍ１２×３００
Ｄ１３

クロロプレンパッキン

鎖：ＳＷＲＭ
亜鉛めっき，φ５×５００

　水密マンホール蓋、受枠詳細図 S=1/10　

工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度
A1:1/50
A3:1/100

地下タンク平面図・断面図・雑詳細図

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

D-5



工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度NONE

構造細目共通図(1)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-1



工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度NONE

構造細目共通図(2)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-2



工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度NONE

構造細目共通図(3)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-3



工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度
A1:1/50・30
A3:1/100・60

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-4

頂版状図　S＝1/50杭状図・基礎状図　S＝1/50

杭頭補強配筋図　S＝1/30
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工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度
A1:1/50
A3:1/100

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-5
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74
62
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工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度
A1:1/50
A3:1/100

自家発電設備架台 配筋図(2)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-6

頂版配筋図　S＝1/50底版配筋図　S＝1/50



図面名称

工事名称

図面番号

縮　　尺 設計年度

甲府市浄化センター
自家発電設備更新工事

甲　府　市　浄　化　セ　ン　タ　ー

S-7

令和5年度

甲 府 市 上 下 水 道 局

自家発電設備架台　鉄筋加工図(1)

NONE

部位 ： F - 1 ／ 1

符号 径 本数 １本長さ(m) 合計長さ(m) L1 (mm) L2 (mm) L4(mm) 継手 l 箇所 k

FS1 L=L1+L2+L3+l･k
=

主筋 下 103 17.180 1,769.54 13,000 1,100 1,100 990 2 n=
(50d) = 103

L=L1+L2+L3+l･k
=

〃 上 103 17.180 1,769.54 13,000 1,100 1,100 990 2 n=
(50d) = 103

FS1 L=L1+L2+L3+l･k
=

主筋 下 68 19.480 1,324.64 15,300 1,100 1,100 990 2 n=
(50d) = 68

L=L1+L2+L3+l･k
=

〃 上 68 19.480 1,324.64 15,300 1,100 1,100 990 2 n=
(50d) = 68

13,000
990×2

11
00

13,000

11
00

17,180
990

19,480

17,180

11
00

×2

位 置

F

F

F

形 状 算 式

F

底 版

1

自家発電機架台

D22

1 D22

2 D22

2 D22
19,480

15,300
990

15,300
990×2

11
00

×211
00

11
00

11
00

11
00

部位 ： Ｓ - 1 ／ 1

径 本数 １本長さ(m) 合計長さ(m) L1 (mm) L4(mm) 継手 l 箇所 k

1～4間 L=L1+L2+L3+l･k
=

主筋 上下共 77 15.240 1,173.48 13,000 800 800 640 1 n=
通し (50d) = 77

L=L1+L2+L3+l･k
=

59 17.640 1,040.76 15,300 650 650 520 2 n=
(50d) = 59

15,240
640×1

65
0

15,300

65
0 17,640

520×2

80
0

13,000

位 置

S

S

形 状 算 式

頂 版

2

自家発電機架台

D13

1 D16 80
0

L3 (mm)番号 符号 番号 L2 (mm) L3 (mm)

部位 ： Ｗ - 1 ／ 1

径 本数 １本長さ(m) 合計長さ(m) L1 (mm) L4(mm) 継手 l 箇所 k

W40 L=L1+L2+L3+l･k
=

タテ 外側 154 4.300 662.20 2,700 800 800 n=
(50d) = 154

L=L1+L2+L3+l･k
=

タテ 内側 154 4.300 662.20 2,700 800 800 n=
(50d) = 154

L=L1+L2+L3+l･k
=

ヨコ 内外共 32 17.640 564.48 15,300 650 650 520 2 n=
(50d) = 32

W30 L=L1+L2+L3+l･k
1-4間 =

タテ 内側 154 4.300 662.20 2,700 800 800 n=
(50d) = 154

L=L1+L2+L3+l･k
=

タテ 外側 154 4.300 662.20 2,700 800 800 n=
(50d) = 154

L=L1+L2+L3+l･k
=

ヨコ 内外共 32 17.640 564.48 15,300 650 650 520 2 n=
(50d) = 32

4,300

17,640
520×2

80
0

80
0

80
0

D16

Ｗ 3 D16
4,300

算 式

D13

3 D13

Ｗ

側 壁

1

自家発電機架台

位 置 形 状

Ｗ

Ｗ

2,700

Ｗ

520×2

D16

1 D16

2

4,300

4,300

15,300 17,640
80

0

2,700

Ｗ 3

65
0

15,300

65
0

65
0

65
0

80
0

2,700

80
0

80
0

2,700

80
0

符号 番号 L2 (mm) L3 (mm)

部位 ： Ｋ - 1 ／ 1

符号番号 径 本数 １本長さ(m)合計長さ(m) L1 (mm) L2 (mm)L3(mm) L4(mm) 継手 l箇所 k
L=L1+L2+L3
=

巾止筋 S1 199 0.640 127.36 400 156 78 n=
(12d) (6d) = 199

L=L1+L2+L3
=

〃 FS1 199 0.840 167.16 600 156 78 n=
(12d) (6d) = 199

L=L1+L2+L3
=

〃 W30 25 0.540 13.50 300 156 78 n=
(12d) (6d) = 25

L=L1+L2+L3
=

〃 W40 25 0.640 16.00 400 156 78 n=
(12d) (6d) = 25

L=L1+L2+L3+l･k

834

634

634

D13

D13

Ｋ 4 D13

3

15
6

位 置

Ｋ

Ｋ

形 状 算 式

2

Ｋ

組 立 筋 自家発電機架台

D13

1
400

78

600

534

400

78

300

15
0

15
6

78

15
6

78

15
6

Ｋ 5 =
ハンチ W40 154 1.860 286.44 1,556 150 150 n=

= 154
L=L1+L2+L3+l･k

1,856
D13 1556

1

150

15
0

Ｋ 6 =
〃 W40 154 1.860 286.44 1,556 150 150 n=

= 154
L=L1+L2+L3+l･k

D13
1,856

15
0

1

1556

150

=
ハンチ W30 308 1.720 529.76 1,414 150 150 n=

= 308
L=L1+L2+L3+l･k

1,714
Ｋ 7 D13

1

1414

150

15
0

=
〃 W30 308 1.720 529.76 1,414 150 150 n=

= 308
Ｋ 8 D13

1,714

1

1414

150



図面名称

工事名称

図面番号

縮　　尺 設計年度

甲府市浄化センター
自家発電設備更新工事

甲　府　市　浄　化　セ　ン　タ　ー

S-8

令和5年度

甲 府 市 上 下 水 道 局

自家発電設備架台　鉄筋加工図(2)

NONE

部位 ： Ｚ - 1 ／ 1

符号番号 径 本数 １本長さ(m)合計長さ(m) L1 (mm) L2 (mm)L3(mm) L4(mm) 継手 l箇所 k
階段 L=L1+L2+l･k

=
主筋 20 1.850 37.00 1,200 650 n=
上 (50d) = 20

L=L1+L2+l･k
=

主筋 10 1.850 18.50 1,200 650 n=
下 (50d) = 10

L=L1+l･k
=

配力筋 7 5.000 35.00 5,000 n=
ｲﾅｽﾞﾏ = 7

L=L1+L2+l･k
=

配力筋 7 4.260 29.82 3,610 650 n=
下筋 (50d) = 7

L=L1+L2+l･k
=

主筋 11 1.850 20.35 1,200 650 n=
(50d) = 11

L=L1+L2+l･k
=

配力筋 7 1.850 12.95 1,200 650 n=
(50d) = 7

L=L1+L2+L3+l･k
=

主筋 7 2.200 15.40 1,200 650 300 n=
(50d) = 7

雑 自家発電機架台

位 置 形 状 算 式

Ｚ 1 D13

Ｚ 2 D13

1,850

65
0

1,200 1,850

65
0

Ｚ 3 D13

65
0

1,200

Ｚ 4 D13
4,260

5,000

65
0

3,610

1,850

Ｚ 6 D13

1,850

5,000

Ｚ 5 D13

Ｚ 7 D13

1,200

65
0

1,200

95
0

300 2,200

95
0

部位 ： Z - 1 ／ 1

径 本数 １本長さ(m) 合計長さ(m) L1 (mm) L4(mm) 継手 l 箇所 k

杭頭補強筋 L=L1+1･k
=

主筋 144 2.850 410.40 2,850 n=
= 144

L=π･L1+L2+l･k
=

224 2.000 448.00 1,350 650 n=
(50d) = 224

2,850

2,000

2,850

位 置

F

F

形 状 算 式

杭頭補強筋 

4

自家発電機架台

D13

3 D29

符号 番号 L2 (mm) L3 (mm)

HOOP

⑨

φ4
20

65
0

①



　

1

h1

h1h1

h1

h1

1

1

11

1

1

21

3-D16

基礎下端

1
5
0

4
5゚

HOOP @100

φ

150

1
0
0

基礎下端

コンクリート止め板

補強筋(フックは付けない)

補強筋(フックは付けない)

但し　≦φの場合とし､　＞φの場合は
工事監理者の指示による。

φ

基礎筋 基礎筋

底盤補強筋

D13-200＠縦横

15d

基礎筋

L
2

1
0
0

L
2

杭
径

基礎梁主筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

基礎梁あばら筋

基礎筋

杭頭処理

000

0

ＬＣＬＣ

/2 /4/4

0

0 00

ＬＣＬＣ

/4 /2 /4

≧100

L1
コンクリート

≧8d

d

打継ぎ面

L2

Ｄ
Ｄ

L2

L2

梁
幅

梁
幅

L2

150

150

縦、横
2-D10-250@

L
1

杭
径

の
1
.
5
倍

D13-300＠縦横 D13-300＠縦横

中詰めコンクリート補強筋 中詰めコンクリート

L
1

1
.
5
φ

L
1

1
.
5
φ

3-D16以上 3-D16以上

15d(余長)

L2

L1

L1 15d(余長)

L1

L1
15d(余長)

HOOP @100

1h 2h 3h 1 2 3

1

　

100以上とする

1
0
0 5
0

5
0

5
0

5
0

主筋のかぶりは
φ

2d 2d10d

スペーサー

へりあき200以上 φ

はつり部分

Dc

重ね継手とする場合一般の場合

＊
Ｌ2h

Ｌ2h
＊

500＜Ｄ≦1,0000＜Ｄ≦500

重
ね

継
手

4
5
d

杭
主

筋
4
0
d

杭間隔は2φかつφ+1,000以上

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

1
0
0以

上 HOOP筋の継手は片側溶接10d

FB-6×50 @3,000
（各4ヶ所）

100以上

＊
Ｌ2h

Dc

＊
Ｌ2h

＊
Ｌ2h

＊
Ｌ2h

＊
Ｌ2h

Dc Dc

＊
Ｌ2h

La≧0.75Dc La≧0.75Dc

La≧0.75Dc La≧0.75Dc

工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度NONE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-9



　
　
　

　

　
　

　

0 /2

/4

/2/4

ＬＣＬＣ

ＬＣ

ＣＬ
ＬＣ

ＬＣ

ＬＣＬＣＬＣ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬＣＬ

ＣＬＣＬ

2-D13

D

6

1
（注：設計者の判断による)

D 6

1

150

かぶり厚さ

0
h
/
4

0
h

D
0

h

5
0
0
≦

H
≦

1
,
5
0
0

0
h
/
4

5
0
0
≦

H
≦

1
,
5
0
0

D

/
4

h
0

h
0

5
0
0
≦

H
≦

1
,
5
0
0

L
2

L
2

1
5
d
以

上
L
2

0

1
5
d
以

上

h
/
2

1
5
d

L
2

4
0
0

1
5
d

h
0/
2

L2

上下の柱断面寸法が異なる
場合、帯筋は一般の帯筋より
１サイズ太い鉄筋又は同径の
ものを２本重ねたものとする。

≧6d ≧6d ≧6d

≧8d

d

Ｌ Ｌ Ｌ

P@

P@

P@

P@

≧6d

≧6d

d d

5
0
d

50d

d
≧6d ≧6d

同材質、同間隔
以下

以下

aL2

主筋径１サイズDOWN

a

以下

以下以下 以下以下以下
300 300 300 300

20d

L2

帯筋と同径、

主筋径１サイズDOWN

300

※ 梁主筋は原則として柱をまたいで
引き通す。引き通すことができない
場合は、｢1-2 鉄筋の継手及び定着
の長さ｣に準じて柱内に定着すること
ができる。ただし､やむを得ず梁内に
定着する場合､上図による｡

※ 上階に柱がある場合､定着長さはＬ2
とし､ 15dは省略できる｡

最上階

一般階

最上階

一般階

定着部が接近するときは
引き通すことができる　

※ 吊上げ筋は、一般のあばら筋より

特記がなければ下図とする。

D

1

6

最上階 一般階 基　礎

※ ハンチの傾斜は特記によるが、

を２本重ねたものとする。
１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

外端

端部 端部

連続端連続端

0

上端筋

0 0

小梁外端部 小梁連続端部

先端小梁

片持梁

先端小梁
（頭つなぎ梁）

L

15d(余長) 2 /3

L1 L1

片持梁筋折下げ 片持梁筋折下げ

15d(余長) /32

L2
L

片持梁

0 00

0

0

00

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0

D

/4 /4D

7

連続端連続端

/4 /2/4/4 /2

/4/4/12 /4/6

※継手位置はハッチング部分が好ましい。
0

0 0

00

0

0 0 0000

0 0 0

0 0

0 0

継手 L1

0/4

※継手位置はハッチング部分が好ましい。

外端

15d(余長)15d(余長)

柱面より割り付ける

D

≒30≒30

P＠
≦P＠

P＠ P＠ P＠

D

≦P＠ ≦P＠ ≦P＠
柱面より割り付ける

柱面より割り付ける

（注）図中の P＠、P'＠は、特記さ

　　　れたあばら筋の間隔を示す。

P'＠ P＠

/4/2/40 0 0

P'＠
≦P'＠

≧8d≧8d

≧6d
（ハ） （ニ）（ロ）（イ）

≧6d
≧8d

d

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,500

Ｄ 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

腹筋
2-D10

幅止め筋

a+0～10㎜

（ａは基準あき寸法）

※ 柱主筋径だけあばら筋幅を狭めて加工する。

※
※

柱ＨＯＯＰのかぶりに注意

20d

a

L2

L2

a

腹筋は５-４による

同間隔

a

L2

b

b≦350の場合  2-D16

b＞350の場合  3-D16 b＞350の場合  3-D16

b≦350の場合  2-D16

あばら筋と同径、

D16

L2

b

L2

a2

b≦350の場合  2-D16

b＞350の場合  3-D16

あばら筋と同径、
同間隔

D16D16

20d

b

a

L2

L2 a

a1

L1又はL2

柱主筋位置 柱主筋位置

梁

梁主筋位置

梁主筋位置

梁

柱

（注）P＠は、特記された
　　　壁筋の間隔を示す。

≦P＠

P＠

≦P＠

L2

P＠
≦P＠ ≦P＠

継手L2(L1) L2

L2

L2

L2

L2

L2 L2 L2 L2

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13 1-D13

1-D13

注：（　）内は、土圧を受ける壁等で６－１(２)の場合を示す。

1-D13 2-D13 2-D13 4-D13

1,000
L2

L2

1-D10

1-D10
1-D13

1-D131-D13

1-D13

1-D13

2-D13

壁配筋

補強筋

開口

L1

L1

L 1

L 1

L2

a

50≦a≦200
打増し部分

縦筋はD10とし、間隔は200㎜
横筋はD10とし、間隔は壁横筋と同じ

L2 L2

aa

 300

 300

 300

D

L
115d

吊上げ筋

継手 L1

D

/4

＊

＊

Dc

e

e

e e

Ｌ2h

L2

Ｌ2h
＊

柱内定着

L2

＊

Dc

＊
Ｌ2h

＊ ＊

L2

15d
Ｌ2h

Ｌ2h
＊

Ｌ2h Ｌ2h
/4 /2

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

(余長)15d

(余長)15d

Ｌ2h

Ｌ2h
＊

Ｌ2h

L2 L1

L1

/4 /2 /4

Dc

＊

＊
Ｌ2h

Ｌ2h
＊ L1 ＊

Ｌ2h

L2

Dc
＊
Ｌ2h

15d(余長)(余長)15d

(余長)15d

L1＊
Ｌ2h ＊

Ｌ2h

4
1

e≦100

e

L2

e

D

e

D

L2L2

e

L2

ee

L1

D

e

L2

L2

L2

L2

L2L2

/127 /4/6 /2/4 /4

15d

/6/6 2 /3

平面 立面

＊
Ｌ2h /4

L2(定着)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)
Ｌ3h
＊

≒45ﾟ

＊
Ｌ3h

20d(余長)20d(余長)

(余長)
15d

(余長)
＊
Ｌ2h /4 /4

補強あばら筋を
小梁主筋両脇に入れる。

＊
Ｌ3h

＊
Ｌ2h

＊
Ｌ3h

15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)

20d(余長) 20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

La≧0.75Dc La≧0.75Dc

La≧0.75Dc

La≧0.75Dc

P
3
@

□
-
1
.
5
P
2
@

P
2
@

□
-
1
.
5
P
1
@

P
1
@

□
-
1
.
5
P
1
@

□
-
1
.
5
P
3
@

帯筋

梁面より割付

工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度NONE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-10



　

　

　

　 　

　

　

※ ブロック壁の配筋は、設計図による。
※ その他のＣＢとの取り合い及びディティールについては

設計図書による。

L

L

ＣＬ

ＣＬ

L

ＣＬ
ＣＬ

一般スラブ配力筋

縦筋

D

あばら筋

ＣＣＬＣＬ Ｌ

ＣＬ
ＣＬ

受け筋
1-D13

受け筋
1-D13

受け筋
1-D13

受け筋
1-D13

受け筋
1-D16

L2

L3

L3
L3

L2
L3

ＡＣ Ｃ

Ａ Ｂ Ａ

ＣＡＣ

l
y
/
4

l
y

l
y
/
4

lx/4lx/4

lx

先端部補強筋
2-D13

受け筋

先端部補強筋
2-D13

受け筋

L3

L2L2

先端部補強筋
2-D13

L3 L2

受け筋

受け筋
1-D13

L

先端部補強筋
2-D13

≦600

L2

L3

出隅部分の
補強筋

補強筋の定着
出隅部分の補強筋

※　1≧　2とする

出隅部

柱又は梁にL1
定着する

出隅受け部
出隅受け部

※　1≧　2とする

※ 出隅受け部配筋は
柱又は梁にＬ1定着する

1/2 L1

L3

L11/2

2

1/2

L3
L1

1/2

1/2

2

11

Ｈ Ｈ

L2L2

6-D166-D132-D13

2-D13

350 2D

Ｈ

5Ｈ

L2 L2

L1

n2本

D13

(n2/2)本

(n1/2)本n1本

L1

L1
L1

2-D13

2-D13

2-D13

L 1

L 1
L 1

L 1

5-D10( =1,500)

5-D10( =1,500)

D13

a

L2
L2

L2

D13

L3
L2

a

L2

※ a≦300の場合

土間コンクリート
補強筋

※ a≦300の場合

土間コンクリート
補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる

a

L2

L2

D13

L2

L2

a

スラブ筋と同径,同材質,同間隔

縦筋

あばら筋

下縦筋
斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

上縦筋

下縦筋

横筋

斜め筋

上縦筋

斜め筋
斜め筋

リング筋

溶接金網

斜め筋

縦筋

突出し

余長

かぶり

かぶり

h

余長

突出し

あばら筋

リング筋

突合せ溶接

リング筋
(突合せ溶接)

溶接金網

突出し

余長 D/2

500≦D＜700

700≦D＜900

900≦D

d≧175

d≧200

d≧250

D

d

h

d
貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合

L1L1 L1 L1

L 1

L
1

＜Ｈ形＞

斜め筋

孔径

縦筋

横筋

上下縦筋

配筋図

＜ＭＨ形＞

孔径

斜め筋

縦筋

溶接金網

リング筋

配筋図

＜Ｍ形＞

＜ｈ≦

Ｈ２

＜ｈ≦

2-2-D13

－ 2-2-D13

－

－

ＭＨ１ ＭＨ２

＜ｈ≦ ＜ｈ≦

2-2-D13

－ 2-2-D13

－

－

Ｈ３

＜ｈ≦

4-2-D13

Ｈ４

＜ｈ≦

4-2-D16

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

ＭＨ３

＜ｈ≦

2-2-D13 4-2-D13

＜ｈ≦

ＭＨ４ ＭＨ５

＜ｈ≦

4-2-D16

2-2-D13

2-6φ-100@

13φ

Ｈ５

＜ｈ≦

4-2-D16

Ｈ６

＜ｈ≦

4-2-D19

Ｈ７

＜ｈ≦

4-2-D22

4-2-D13

2-2-D13

3-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

13φ

ＭＨ６

＜ｈ≦

4-2-D16 4-2-D19

＜ｈ≦

ＭＨ７

（注）　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

Ｈ１

国土国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２２年版 参照

D13

溶接
(両面5ｄ以上又は片面10ｄ以上)

t

溶接
(両面5ｄ以上又は片面10ｄ以上)

D13

L2 L2

h0 L2

L1
D13

D13

t

D13
コンクリート

D10-200@
D16

D10

D13

L2 L2

ブロック帳壁

h

h0

L2 L2 L2 L2

＊

Ｌ2h
＊

＊

＊
Ｌ2h

Ｌ2h

Ｌ2h

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度NONE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3)

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-11



工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度
A1:1/50
A3:1/100

地下タンク構造図

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-12



地下タンク立坑土留工仮設図 縮尺 1:75

工事名称

縮  尺

図面番号

図面名称

自家発電設備更新工事
甲府市浄化センター

設計年度 令和5年度
A1:1/75
A3:1/150

地下タンク立坑土留工仮設図

甲府市浄化センター

甲府市上下水道局

S-13

部材名

土留め壁(鋼矢板)

計

型　式

III型  L=9.00m

単位

枚

数量

106

単位質量

60.0kg/m

質量

57.240 t

57.240 t

備　考

主要部材数量表

平　面　図

A-A 断面図 B-B 断面図

鋼矢板リース III型  L=9.00m 枚 106 60.0kg/m 57.240 t

14400

6
8
0
0

3
6
0
0

3
8
7
5

14400

1600 11200 1600

1
6
0
0

1
6
0
0

地下タンク

地下タンク
地下タンク

▽GH

125125 14150

1600 160011200

6800

125125 6550

1600 16003600

4
6
2
5

8
5
0
0

3
8
7
5

4
6
2
5

8
5
0
0

鋼矢板 Ⅲ型 L=9000

GL-3.875

鋼矢板 Ⅲ型 L=9000

鋼矢板 Ⅲ型 L=9000

1
2
5

1
2
5

6
5
5
0

鋼矢板 Ⅲ型 L=9000 鋼矢板 Ⅲ型 L=9000

Ａ Ａ

Ｂ
Ｂ

GL-3.685

2
7
5

1
0
0

2
9
0
0

3
0
0

3
0
0

枕ｺﾝｸﾘｰﾄ A=1.32m2

500 500 500 500

支柱(鉄筋) 径φ300mm×3000

9205

10155

11400
3800

φ
2
4
2
0

頂版(鉄筋)

底版(鉄筋)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)


